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万能型シールド掘削土砂輸送シス  
テムの開発   
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当報告は，リボンスクリューコンベアおよび水中ク  

ラッシャを装備したシールド機の掘削土砂輸送システム  

の実証実験についての報告である。  

Photol実験装置  

1．実験の目的  

シールド機種の選定に当っては，地山条件に対して適  

応性の大きい機種を選ぶことが望ましい。しかし，シー  

ルド機種によってそれぞれ得失があり，施工区間の地山  

条件が変化する場合にはどの地山条件を対象に機種を選  

定するかが問題となる。このため，地山条件に対し適応  

範囲を拡げるシールド機種の開発が必要となる。   

当実験は，複雑な地山条件に適応可能なシールド機種  

の開発のための土砂輸送システム確立を目的とした実証  

実験である。  

Fig．1実験装置平面図  

iii）シールド機からの排土，排泥には巨礫を考慮し，リ   

ボンスクリューコンベアと，礫破砕を目的とした水中   

クラッシャを備えること。  

実験は，ドライ，泥水，泥土状態の3種類について行っ  

た。  

1）ドライ実験   

流体循環による実験を行う前に，流体を使わずに割栗  

石，砕石またはそれらを混合したもので排土を行い，排  

土効率の優れた接続管の形状や取付角度等を選定した。  

接続管取付位置図をFig．2に示す。  

2．実験内容  

ここに報告する掘削土砂輸送システムの実験は，密閉  

型シールド様にリボンスクリューコンベアおよび水中ク  

ラッシャを備えた場合の，より円滑な排土機能を確認す  

るために行ったものである。   

実験に当っては，次の項目を考慮し装置を作製した。  

実験装置をPhotol，Fig．1に示す。  

i）切羽安定機構は，土庄式および泥水式両方の利点を   

兼ねたシールド械であること。  

ii）シールド坑内の掘削土砂輸送システムは，大断面か   

ら小断面シールドまでの適応性を考慮した流体輸送と   

すること。  

Fig．2 接続管取付位置図  

2）泥水実験  

泥水実験では，ドライ実験で選定した接続管を用い，  
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について一応の成果が行られたものと考える。今後，リ  

ボンスクリューコンベアへの土砂圧人装置，排土調整  

ゲート等の実験装置の改良と共に実験データの蓄積を行  

いたいと考えている。  

参考文献  

1）都市トンネルシンポジウム 昭和60年7月   

泥水輸送時の適応性についで性能試験を行った。泥水タ  

ンクの中には，送泥水と掘削対象地盤（砕石，割栗石を  

除く）を混合しておき，実験開始と同時に割栗石または  

砕石割栗石を混ぜたものを投入した。   

この結果，より円滑な輸送を行うために接続管を改良  

した。改良接続管図をFig．3に示す。  

接続管  

◎耳  

A－A断而  

B［B断面  

Fig・3 改良後の接続管形状図  

3）泥土実験   

泥水実験において改良した接続管を用い，土庄式シー  

ルドとしての円滑な排土性についで性能試験を行った。  

また，排泥土は，水中クラッシャ部から泥水輸送とする  

た凱接続管上部に送泥管を取り付け泥水を送った。   

なお，加泥材は掘削土量の30％とした。  

3．実験結果   

実験結果一覧表をTablelに示す。  

4．考案  

本実験装置はシールド機外径3mクラスを想定した。  

この条件でのリボンスクリューコンベア（能力25m3／h）  

および水中クラッシュ（能力22t／h）の能力は十分である  

ことが確認できた。ただし，坑内断面の内径によりリボ  

ンスクリューコンベアと水中クラッシャの取り付けス  

ペースに制約が生じる。このため，円滑な掘削土砂輸送  

を行うには，接続管の形状に左右されることが判明した。  

すなわち，長さ的には短く，断面変化の少ないもの程よ  

い。  

5．おわりに  

本実験で，掘削土砂輸送システムおよび接続管の形状  
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Tablel実験結果一覧表   

実  貰  水  リコ  掘   碓   I竺   投  投  排  送   備  

ボン  耗  耗  

菅  
管  泥 管 流   

ン〈ご  形  断  ▼  考   

シ  状  面  （kgI  破  探  

ヤ  砕 二丘二  取  

落  法  fl  垂  

下  回  皇  

口  軟   

の  

き  乗  
（■■）   

割砕  丁子石  
直管部で閉睾。  

A－1  
500      167  

昭諺コ   ◎亘  
直管部で閉塞。  

A－A断而  
A－2  

500  

珪麒フ  
テー′トー管で閉塞。  

ド  昭軒  ○互  500      167  
B－B断面  テーパー 管で閉塞。  

ラ  
A－4  

500      167  

イ  接続管人口部で閉塞。  

A－5  -- 500  

実  

3  

◎耳  250  250  

積結管入口部で閉垂。  

験  
167  

C－C断面  円滑な流出を確認。  

A－7  
-- 500  王67  

噂フ  円滑な流出を確認。   

A－8  
250  250  l（i7  

3．5分接点劇の軋棄石がウオ  

S－1  500  500    167   508  6．5  169  一夕リークラッシャに到達。  

リボンスクリューコンベアの  

S－2  250  250    250  4  33l  2  11汀  トルクが増大した。  

リボンスクリューコンベアの  

S－3  250  250    500  4  き30  20  42  トルクが増大した。逆転運転  
を行いながら20分間計測。  

接総督内で閉塞。  

S－4  丁50  750  6  250  8  247  6  41  

泥  リボンスクリューコンベアの  

水  2．000    24  83  13  1．037    43  トルクが増大した．  

E讐野  
3  接続管に旋回流ヒなるような  

冥  3．85  送泥水を送る。  

1   接続管人口部で閉塞。  
瞬  

3  20．5  接続管に旋回流となるような  

S－7  1．000      83  l，Og5  3l  送泥水を送る。  

2   14．5  接続管入口部で閉塞。  

頼枕管に吹き上けとなるよう  

S－8  l．928      83  38  1、232  38．5  32  な送泥水を送る。  

接枕管入口部で閉塞。  

接穂管に吹き上Irヒなるよう  

S－g  1，000    12  島3  8．5  2  40    4  な送泥水を送る。  

棲績琶人口部‾〔閉塞。  

円滑な流出を確認。  

S－10  2，伸0    24  83  0  59  1．573  25  63  

Fig．3参照  円汁な流出を確認。   
泥実  

土崩  
250    3  167  3．3  4  60  10  6  
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